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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 無期限（設定日：2018年10月４日） 

運 用 方 針 

この投資信託は、主として上場投資信託証

券（ETF）及び投資信託証券への投資を通

じて、実質的に日本を含む全世界の株式及

び債券へ分散投資を行います。また、為替

変動リスクの低減を目的として、債券運用

部分については為替ヘッジを行い、信託財

産の中長期的な成長をめざして運用を行

います。 

主 要 運 用 対 象 

主として上場投資信託証券（ETF）及び投

資信託証券への投資を通じて、実質的に日

本を含む全世界の株式及び債券へ分散投

資を行います。 

組 入 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を設

けません。 

株式への直接投資は行いません。 

外貨建資産への実質投資割合には制限を

設けません。 

デリバティブの直接利用は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年９月 20 日。休業日の場合

は翌営業日とします。）に原則として以下

の方針により分配を行います。分配対象額

は、繰越分を含めた経費控除後の利子・配

当等収益と売買益（評価益を含みます。）

等の全額とします。分配金額は、委託会社

が基準価額水準、市場動向等を勘案して決

定します。ただし、分配対象額が少額の場

合は、分配を行わない場合があります。ま

た、将来の分配金の支払い及びその金額に

ついて保証するものではありません。 
 

 

 

運用報告書（全体版） 
第５期 

（決算日：2023年９月20日） 

 

ＳＢＩグローバル・バランス・ファンド 
 

追加型投信／内外／資産複合 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、「ＳＢＩグローバル・バランス・ファン

ド」は、2023年９月20日に第５期決算を行いました。 

ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願

い申し上げます。 

 
 

 

 

ＳＢＩアセットマネジメント株式会社 

東京都港区六本木１－６－１ 

お問い合わせ先 

電話番号 03-6229-0097 

受付時間：営業日の９：00～17：00 

 

 

 ホームページから、ファンドの商品概要、 

レポート等をご覧いただけます。 

https://www.sbiam.co.jp/ 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 

基 準 価 額 投 資 信 託 
証 券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 （分配落） 

税 込 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（設 定 日） 円 円 ％ ％ 百万円 

2018年10月４日 10,000 － － － 1 

１期(2019年９月20日) 10,130 0 1.3 95.9 328 

２期(2020年９月23日) 10,542 0 4.1 96.0 1,158 

３期(2021年９月21日) 11,875 0 12.6 97.3 2,909 

４期(2022年９月20日) 11,204 0 △5.7 97.4 4,888 

５期(2023年９月20日) 11,644 0 3.9 98.5 7,904 

（注１） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注２） 設定日の純資産は、設定元本を表示しております。 
（注３） 当ファンドは、上場投資信託証券（ETF）及び投資信託証券への投資を通じて、実質的に日本を含む全世界の株式及び債券へ分散投資を

行い、また為替変動リスクの低減を目的として、債券運用部分については為替ヘッジを行いつつ、信託財産の中長期的な成長をめざして
運用を行うため、ベンチマークはありません。また適当な参考指数もないことから、参考指数等も記載していません。 

 
 

○当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証 券 
組 入 比 率  騰 落 率 

（期   首） 円 ％ ％ 

2022年９月20日 11,204 － 97.4 

９月末 10,754 △4.0 99.9 

10月末 11,056 △1.3 99.8 

11月末 11,155 △0.4 96.5 

12月末 10,847 △3.2 97.4 

2023年１月末 11,121 △0.7 95.6 

２月末 11,084 △1.1 98.8 

３月末 11,146 △0.5 98.4 

４月末 11,225 0.2 97.2 

５月末 11,361 1.4 101.7 

６月末 11,705 4.5 100.3 

７月末 11,772 5.1 100.6 

８月末 11,742 4.8 101.6 

（期   末）    

2023年９月20日 11,644 3.9 98.5 

（注１） 騰落率は期首比です。 
（注２） 当ファンドは、上場投資信託証券（ETF）及び投資信託証券への投資を通じて、実質的に日本を含む全世界の株式及び債券へ分散投資を

行い、また為替変動リスクの低減を目的として、債券運用部分については為替ヘッジを行いつつ、信託財産の中長期的な成長をめざして
運用を行うため、ベンチマークはありません。また適当な参考指数もないことから、参考指数等も記載していません。    
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■当期の運用状況と今後の運用方針（2022年９月21日から2023年９月20日まで） 
 

○基準価額等の推移 
 

 

期 首： 11,204円 
期 末： 11,644円（既払分配金（税込み）：0円） 
騰落率： 3.9％ 

 
（注１） 当ファンドは、上場投資信託証券（ETF）及び投資信託証券への投資を通じて、実質的に日本を含む全世界の株式及び債券へ分散投資を行い、また

為替変動リスクの低減を目的として、債券運用部分については為替ヘッジを行いつつ、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行うため、ベン
チマークはありません。また適当な参考指数もないことから、参考指数等も記載していません。 

（注２） 当ファンドは、設定日以降分配を行っていないため分配金再投資基準価額は記載していません。 

 

○基準価額の主な変動要因 
 

上昇要因 

・ 株価上昇要因として、堅調な米経済指標発表を受けて米利上げによる景気後退観測が後退し、ソフトランディ
ング期待が高まったこと。 

・ 日本などの株価上昇要因として、日本での金融緩和継続期待や一部の新興国で金融緩和への転換への期待が高
まったこと。 

・ 米国景気堅調などから米金利の高止まり観測が強まったこと、一方、日本で日本銀行の金融緩和継続観測が根
強く、米国と日本の金融政策の方向性の差から米ドル高円安傾向となったこと。 

・ 金は、米地銀の経営危機や地政学的リスクが意識されたことなどからリスク回避の買いが見られたこと。 
 

下落要因 

・ 金利上昇（債券価格の下落）要因として、堅調な米経済指標発表を受けて米利上げによる景気後退観測が後退
し、ソフトランディング期待が高まったこと。 

・ 堅調な米景気動向やインフレ指標の高止まりを受けて米金利の高止まり継続、長期化観測が強まり債券利回り
が上昇傾向となったこと。   
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○投資環境 
 
【株式】 
 
（国内） 

当期の日経平均株価は27,000円台から始まりました。米連邦準備制度理事会（FRB）の大幅利上げや英減税計

画による英財政悪化への懸念に伴う金利急騰などから、世界的にリスク回避の動きが強まり期初から2022年９月

末にかけて日経平均株価は下落しました。その後、米消費者物価指数（CPI）の伸び鈍化などにより米国株が上昇

したことにつれ、日経平均株価は上昇局面に入りました。12月は日本銀行が金融政策決定会合で長期金利の許容

変動幅を拡大したことで日経平均株価が下落しました。しかし、2023年１月は日本銀行が現行の金融政策を維持

するとともに、金利上昇の抑制を図る措置を決定したことから、国内株の下押し圧力が弱まり、円安もあり日経

平均株価が上昇しました。３月中旬、米銀行破綻懸念を受けて日経平均株価が軟調となりました。しかし、米当

局の迅速な対応により信用不安が後退し、３月は日経平均株価が上昇しました。４月は堅調な米雇用統計から米

景気減速懸念が和らぐ中、米著名投資家が日本株への追加投資を示唆したことや、国内小売大手の決算などが好

感され、日経平均株価が上昇しました。５月は、国内企業の好決算や海外投資家からの買いが強まったとともに、

円安の進行が支えとなり、日経平均株価が上昇しました。その後、国内株式は、海外投資家からの買いが継続す

る中、全固体電池の実用化方針を示した大手自動車株などが買われ一段と上昇しました。７月から期末にかけて、

日経平均株価はもみ合いとなりました。通期では日経平均株価が上昇し、33,000円台で終えました。 

 

（先進国） 

期初、米国市場を代表するS&P500種指数は3,700台で始まりました。FRBのパウエル議長がインフレ抑制に向け

て利上げ継続姿勢を強調し、米金利が上昇したことなどを受けて、S&P500種指数は2022年10月中旬に3,500台まで

下落しました。その後、英減税計画の一部撤回やCPIの伸び鈍化が好感され、11月に4,000近辺までS&P500種指数

が反発しました。12月には一時的に低下しましたが、2023年１月に、雇用統計で賃金の伸び鈍化が確認されると

ともに、景気の軟着陸期待も強まったことから、上昇しました。しかし２月に雇用の大幅増加、CPIの上ぶれや堅

調な小売売上高に伴う高インフレ懸念や３月に米国金融機関の破綻に伴う信用不安などにより、S&P500種指数が

調整局面に入りましたが、当局の対応などからやや値を戻し、３月は上昇しました。４月から５月末にかけて、

レンジ相場が続きました。６月は米債務上限適用停止法案の可決・成立を受けてリスク選好が改善する中、堅調

な雇用統計などが好感されて上昇しました。７月はCPIの鈍化、企業の好決算などを受けて、S&P500種指数が更に

上昇しました。通期ではS&P500種指数が上昇し、4,400台で終えました。 

 

（新興国） 

期初から2022年10月末にかけて、FRBの大幅利上げや英経済対策への懸念に伴う金利急騰などから、世界的に

リスク回避の動きが強まり、新興国株式市場は下落しました。11月は中国のゼロコロナ政策緩和やドル安進展が

好感され、新興国株式市場が上昇しました。また、2023年１月に台湾の半導体大手の決算を受けて世界的にハイ

テク株が上昇したことにつれ、新興国株式市場が更に上昇しました。２月はドル高や米金利上昇を受けてハイテ

ク株などが軟化したことと、インドでは新興財閥の不正会計疑惑などにより、新興国株式市場が下落に転じまし

た。６月から７月にかけて、中国当局による景気刺激策への期待と米ハイテク株高による半導体関連株高などか

ら、新興国株式市場は上昇しました。通期では新興国株式市場が上昇で終了しました。   
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＜組入投資信託証券の推移：株式＞ 

 

  
  

  
出所：Bloombergのデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）期首を100として指数化（分配込み）したものです。 
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【債券】 
 
（国内） 

期初、米長期債利回りが上昇するなか10年国債利回りは変動許容幅上限の0.25％の水準で始まりました。その

後、横ばいで推移しましたが、2022年12月に日本銀行が許容変動幅の拡大を決めたことから上昇し変動許容幅の

上限の0.5％に達した後横ばいとなりました。その後、米欧長期債利回りの低下につれた動きなど海外要因で下げ

る場面もありましたが、2023年４月ごろまで概ね0.5％で横ばいとなりました。３月に日本銀行が金融政策決定会

合で金融政策の現状維持を決めると0.3％割れまで低下しました。４月にかけて日本銀行の新体制を巡り金融政策

の修正が行われるとの観測から上昇しました。しかしながら、日本銀行が金融政策決定会合で現状維持を決定し

たことや日本銀行の金融緩和の長期化観測が強まったことなどを背景とし10年国債利回り水準の上値は抑えられ、

0.4％程度の水準での推移が７月初まで続きました。７月に入り、日本銀行の金融政策修正への警戒感などから金

利は上昇しました。さらに、下旬は、日本銀行が長短金利操作の運用柔軟化を決め、長期金利がこれまでの変動

許容幅の上限0.5％を超えることを容認する姿勢を示したことから、上昇しました。結局0.7％台前半で終了しま

した。 

 

（先進国） 

期首、米10年国債利回りは3.4％近辺にあり、米CPIの上昇、米連邦公開市場委員会（FOMC）での大幅利上げ

などに４％台まで上昇しました。2022年10月下旬にかけて米景気の減速懸念やFRBが利上げ幅を縮小するとの観測

などから低下しました。堅調な経済指標発表やインフレ指標の上振れにより利上げ観測が強まることで長期債利

回りも上昇する局面、弱めの経済指標の発表やインフレ指標の伸び鈍化を受けて長期債利回りも下降する局面、

これらが繰り返す時期が2023年３月ごろまで続きました。３月に米地銀の破綻が発生するとリスク回避の動きか

ら債券は買われ長期債利回りは低下し、４月ごろまで相対的に低い水準で債券利回りは推移し、４月に当期の最

低水準である3.3％台を付けました。５月に入ると堅調な経済指標の発表やリスク回避的な動きの後退から、債券

利回りは再び上昇傾向となりました。６月以降も堅調な経済指標の発表を受けてFRBによる利上げの長期化観測が

継続しました。弱めの経済指標発表やインフレの伸びの鈍化が見られるといったん低下するものの、強めの経済

指標発表やインフレ指標の高止まりが懸念されると再び上昇するといった動きが続きました。全体として根強い

インフレ圧力や景気の底堅さが意識され、債券利回りの上昇傾向は続きました。結局、4.3％台で当期を終えました。 

 

（新興国） 

当期、米ドル建て新興国債券市場は通期では上昇しました。背景として、期初、米国債利回りの上昇、これに

よる新興国の資金調達コストの拡大懸念による信用スプレッド（米国国債と米ドル建て新興国債券の利回り差）

の拡大などから新興国債券（ドル建て）利回りは上昇しました。2022年10月以降、米債券利回りの上昇ペースが

鈍化したことから、新興国への資金流入が回復したため新興国債券利回りは低下しました。2023年２月初ごろま

で、インフレ鈍化でFRBが利上げペースを緩和するといった観測も見られ、利回りは低下しました。２月ごろから

３月中旬ごろにかけて、堅調な経済指標の発表を受けて、FRBの利上げ積極化が懸念され新興国債券利回りは上昇

しました。しかし、米銀破綻を受けて米国債利回りは低下傾向となり、新興国債券利回りも低下傾向に転じまし

た。低下を支えたのは、米景況感の悪化、米地銀の経営不安などによる米長期債利回りの低下でした。信用スプ

レッドも５月ごろから米欧金融不安や米債務上限問題などのリスク要因への懸念が後退したことなどから縮小し
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ました。一方、７月下旬ごろから景気後退懸念が緩和されるなか、米国債利回りは上昇、さらに中国の景気回復

遅延や不動産問題が注目されたことなどから信用スプレッドも拡大しました。期末に向けて債券利回りは上昇傾

向となり値を下げて引けました。 

 

＜組入投資信託証券の推移：債券＞ 
 

  
  

 

 

出所：Bloombergのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）期首を100として指数化（分配込み）したものです。 
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【為替】 

 
当期、米ドル円相場143円台で始まり、金融引き締めを積極化するFRBの動きを受けてドル高・円安傾向が続き

ました。このような状況下、2022年９月22日に日本銀行は約24年ぶりに為替介入を実施しました。その後も、米

CPIの高止まりにより引締め懸念から米ドルは上昇し10月20日～21日に150円台を付け、為替介入が実施され140円

台後半での推移となりました。11月以降、FOMCで利上げ幅が拡大されるとの見方が後退し、ドル安・円高が進み、

2023年１月は米ドル円相場が128円台まで下落しました。３月は堅調な米雇用統計や、米サービス業景気指数の予

想を上回る改善などから、ドル高・円安が進展しました。４月から６月末にかけて、FRBによる利上げ継続観測、

米債務上限問題を巡る過度な懸念後退、日本銀行の金融政策の現状維持などから、ドル高・円安が進みました。

その後、米雇用統計の結果が市場予想を下回ったことや日本銀行の政策変更の可能性が市場で意識されたことな

どからドル安・円高方向へ急速に転じました。しかしながら、米GDPの上振れなどにより７月中旬から期末にか

けてドル高・円安が進みました｡８月は、米長期金利が上昇する中、日米金利差の拡大が意識され、ドル高・円安

が続きました。通期では、ドル高・円安が進み、147円台で終えました。 
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○当ファンドのポートフォリオ （2022年９月21日～2023年９月20日）

 

ウエルスアドバイザー株式会社の投資助言を受け、国内及び海外の上場投資信託証券（ETF）及び投資信託証

券への投資を行い運用いたしました。また、投資比率の合計は、90％以上の高位を保ちました。なお、債券を投

資対象としているETFに対し、為替ヘッジを行い、運用いたしました。 

 
 

【当期末の資産別組入比率】 

ファンド 

 

資産名 比率 

株式型資産 39.3％ 

債券型資産 59.2％ 

（注１） 比率は純資産総額に対する割合です。 
（注２） 追加設定の計上タイミングと主要投資対象の購入処理のタイミング

のずれ等により、比率が100％超となることがあります。 

【当期末の資産クラス構成比率】 

 

（注）比率は投資信託証券の評価額合計に対する割合です。 

 

【当期末の組入投資信託証券の状況】 
 

投 資 対 象 投 資 信 託 証 券 の 名 称 通 貨 組入比率 

株 式 

日本株式 iシェアーズ・コア TOPIX ETF 円 2.7％ 

先進国株式（除く米国） SPDR ポートフォリオ・ディベロップドワールド（除く米国）ETF 米ドル 9.9％ 

米国株式 シュワブ U.S.ブロードマーケットETF 米ドル 21.8％ 

新興国株式 SPDR ポートフォリオ・エマージングマーケッツETF 米ドル 4.9％ 

債 券 

日本債券 MUAM日本債券インデックスファンド（適格機関投資家限定） 円 － 

日本債券 NEXT FUNDS国内債券・NOMURA-BPI総合連動型上場投信 円 － 

先進国債券（除く米国） ★バンガード・トータル・インターナショナル債券ETF（米ドルヘッジあり） 米ドル 19.7％ 

米国債券 ★シュワブ U.S.アグリゲート・ボンドETF 米ドル 29.6％ 

新興国債券 ★バンガード・米ドル建て新興国政府債券ETF 米ドル 9.9％ 

★ 債券運用部分の外貨建て資産については、為替ヘッジを行います。 
（注１） 組入比率は純資産総額に対する割合です。－は組入なしを示します。 
（注２） 追加設定の計上タイミングと主要投資対象の購入処理のタイミングのずれ等により、組入比率が100％超となることがあります。 
（注３） 各比率の合計が四捨五入の関係で投資信託証券（組入資産の状況）の比率と一致しないことがあります。 
（注４） 投資対象ファンドは委託会社の判断により変更する場合があります。その際、投資していた投資信託証券が対象から外れたり、新たな投資信託証券

を追加する場合があります。 
  

2.8%
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
 

当ファンドは、上場投資信託証券（ETF）及び投資信託証券への投資を通じて、実質的に日本を含む全世界の

株式及び債券へ分散投資を行い、また為替変動リスクの低減を目的として、債券運用部分については為替ヘッジ

を行いつつ、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また適当な参

考指数もないことから、参考指数等も記載しておりません。 
 

○分配金 
 

当期は基準価額水準等を勘案し、収益分配は見送らせていただきました。 

なお、収益分配にあてなかった利益につきましては、信託財産に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いた

します。 
 

 分配原資の内訳 
 
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項     目 
第５期    

2022年９月21日～ 
2023年９月20日    

当期分配金 －    
（対基準価額比率） －％    
 当期の収益 －    
 当期の収益以外 －    
翌期繰越分配対象額 2,026    

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 
 

引き続き、主として上場投資信託証券（ETF）及び投資信託証券への投資を通じて、実質的に日本を含む全世

界の株式及び債券へ分散投資を行います。また、為替変動リスクの低減を目的として、債券運用部分については

為替ヘッジを行い、中長期的な信託財産の成長をめざします。 

なお、投資対象とする上場投資信託証券（ETF）及び投資信託証券の選定及び投資比率については、ウエルス

アドバイザー株式会社からの投資助言を受けつつ、運用を行います。 
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○１万口当たりの費用明細 （2022年９月21日～2023年９月20日）

 

項   目 
当   期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

(a) 信 託 報 酬 24 0.209 (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 (投 信 会 社) (   9) (0.077) 委託した資金の運用の対価 

 (販 売 会 社) (  12) (0.110) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価 

 (受 託 会 社) (   2) (0.022) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) 売買委託手数料 7 0.064 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権

口数 

 (投資信託証券) (   7) (0.064) ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支

払う手数料 

(c) 有価証券取引税 0 0.000 (c) 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権

口数 

 (投資信託証券) (   0) (0.000) ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関

する税金 

(d) そ の 他 費 用 5 0.041 (d) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 (保 管 費 用) (   2) (0.015) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管

及び資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 (監 査 費 用) (   1) (0.011) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 (印    刷) (   2) (0.015) 開示資料等の作成、印刷費用等 

 (そ  の  他) (   0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他費用 

合   計 36 0.314  

期中の平均基準価額は、11,247円です。  

（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果
です。 

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注３） 項目ごとに円未満は四捨五入しています。 
（注４） 各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 
（注５） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。   
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（参考情報） 

○経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く） 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を

除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した経費率（年率）は 0.32％

です。 

 
 

 

 

（単位：％） 

経費率（①＋②） 0.32 

①当ファンドの費用の比率 0.25 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.07 

（注１） ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注２） ②の費用は、各月末の投資先ファンドの保有比率に当該投資先ファンドの運用管理比率を乗じて算出した概算値です。 
（注３） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
（注４） 各比率は、年率換算した値です。なお、四捨五入の関係により、合計が一致しない場合があります。 
（注５）投資先ファンドとは、このファンドが組入れている投資信託証券です。 
（注６） ①と②の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注７） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   

当ファンド 

0.25％ 

経費率 

0.32％ 

運用管理費用 

0.07％ 運用管理費用 

（投信会社） 

0.08％ 

運用管理費用 

（販売会社） 

0.11％ 

運用管理費用 

（受託会社） 

0.02％ 

その他費用 

0.04％ 

投資先 

ファンド 

0.07％ 
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○売買及び取引の状況 （2022年９月21日～2023年９月20日）

 

 投資信託証券 
 

銘     柄 
買   付 売   付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国

内 

 口 千円 口 千円 

ＩＳＨＡＲＥＳ ＣＯＲＥ ＴＯＰＩＸ ＥＴＦ 36,391 77,986 16,535 37,869 

外

国 

   千ドル  千ドル 

ア

メ

リ

カ 

SPDR PORTFOLIO S&P EMERGING MARKETS ETF 31,673 1,076 4,102 141 

SPDR PORTFOLIO DEVELOPED WORLD EX-US ETF 60,406 1,894 12,671 405 

SCHWAB US AGGREGATE BOND ETF 143,939 6,638 7,670 347 

SCHWAB US BROAD MARKET ETF 101,708 4,873 33,947 1,746 

VANGUARD TOTAL INTL BOND ETF 88,523 4,292 8,556 413 

VANGUARD EMERGING MARKETS GOVERNMENT BOND ETF 34,894 2,138 2,358 142 

（注１） 金額は受け渡し代金。 
（注２） 単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 

○利害関係人との取引状況等 （2022年９月21日～2023年９月20日）

 

該当事項はありません。 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 （2023年９月20日現在）

 

 ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細 
 

銘  柄  名 
期首(前期末) 当    期    末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ＩＳＨＡＲＥＳ ＣＯＲＥ ＴＯＰＩＸ ＥＴＦ 68,101 87,957 216,638 2.7 

合     計 68,101 87,957 216,638 2.7 

（注）比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 
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 ファンド・オブ・ファンズが組入れた外貨建ファンドの明細 
 

銘  柄  名 

期首(前期末) 当    期    末 

口 数 口 数 
評  価  額 

比 率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

（アメリカ） 口 口 千ドル 千円 ％ 

SPDR PORTFOLIO S&P EMERGING MARKETS ETF 49,279 76,850 2,619 387,313 4.9 

SPDR PORTFOLIO DEVELOPED WORLD EX-US ETF 117,180 164,915 5,298 783,362 9.9 

SCHWAB US AGGREGATE BOND ETF 216,413 352,682 15,817 2,338,501 29.6 

SCHWAB US BROAD MARKET ETF 157,103 224,864 11,632 1,719,706 21.8 

VANGUARD TOTAL INTL BOND ETF 139,065 219,032 10,537 1,557,883 19.7 

VANGUARD EMERGING MARKETS GOVERNMENT BOND ETF 54,578 87,114 5,273 779,561 9.9 

合     計 733,618 1,125,457 51,179 7,566,329 95.7 

（注１） 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
（注２） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 
（注３） 評価額の単位未満は切捨て。 
 
○投資信託財産の構成 （2023年９月20日現在）

 

項       目 
当     期     末 

評 価 額 比   率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 7,782,967 97.8 

コール・ローン等、その他 171,749 2.2 

投資信託財産総額 7,954,716 100.0 

（注１） 評価額の単位未満は切捨て。 
（注２）当期末における外貨建て純資産(7,566,547千円)の投資信託財産総額(7,954,716千円)に対する比率は95.1％です。 
（注３） 外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１ドル＝147.84円。 
 

○特定資産の価格等の調査 
 

該当事項はありません。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況（2023年９月20日現在）

 
項     目 当 期 末 

(Ａ) 資産 12,553,144,727円 

 コール・ローン等 171,749,201 

 投資信託受益証券(評価額) 7,782,967,738 

 未収入金 4,598,427,788 

(Ｂ) 負債 4,648,828,395 

 未払金 4,633,044,856 

 未払解約金 7,756,314 

 未払信託報酬 7,363,174 

 未払利息 751 

 その他未払費用 663,300 

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 7,904,316,332 

 元本 6,788,226,626 

 次期繰越損益金 1,116,089,706 

(Ｄ) 受益権総口数 6,788,226,626口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,644円 

<注記事項（運用報告書作成時には監査未了）> 
（貸借対照表関係） 
期首元本額 4,363,082,952円 
期中追加設定元本額 3,189,973,070円 
期中一部解約元本額 764,829,396円 

 

 

 

 

 

 

○損益の状況 (2022年９月21日～2023年９月20日)

 
項     目 当   期 

(Ａ) 配当等収益 153,203,323円 

 受取配当金 125,070,885 

 受取利息 28,132,438 

(Ｂ) 有価証券売買損益 131,084,782 

 売買益 760,670,839 

 売買損 △  629,586,057 

(Ｃ) 信託報酬等 △   15,442,154 

(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 268,845,951 

(Ｅ) 前期繰越損益金 △   47,921,899 

(Ｆ) 追加信託差損益金 895,165,654 

 (配当等相当額) (    995,655,149) 

 (売買損益相当額) (△  100,489,495) 

(Ｇ) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,116,089,706 

(Ｈ) 収益分配金 0 

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,116,089,706 

 追加信託差損益金 895,165,654 

 (配当等相当額) (    995,655,149) 

 (売買損益相当額) (△  100,489,495) 

 分配準備積立金 380,299,207 

 繰越損益金 △  159,375,155 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費
税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注４）計算期間末における費用控除後の配当等収益(144,881,546円)、
費用控除後の有価証券等損益額(０円)、信託約款に規定する
収 益 調整 金 (995,655,149 円 ) およ び 分配 準 備積 立 金
(235,417,661円 )より分配対象収益は1,375,954,356 円
(10,000口当たり2,026円)ですが、当期に分配した金額はあ
りません。 
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<ご参考> 組入投資信託証券の概要 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

ｉシェアーズ・コア TOPIX ETF 日本株式 TOPIX（東証株価指数） 0.045％ BlackRock, Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

  

トヨタ自動車 3.8％   

ソニー 2.8％   

キーエンス 2.1％   

三菱ＵＦＪフィナンシャルＧ 2.0％   

日本電信電話 1.7％   

三菱商事 1.4％   

三井住友フィナンシャルＧ 1.3％   

日立 1.3％   

東京エレクトロン 1.3％   

任天堂 1.3％   

出所：BlackRock, Inc.のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注１）2023年６月30日時点の比率です。 
（注２）経費率は税抜の料率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

SPDR ポートフォリオ・ 

ディベロップドワールド（除く米国）ETF 

先進国株式 

（除く米国） 

S&P ディベロップド(除く米国)・ 

ブロード・マーケット・インデックス 
0.04％ State Street Global Advisors 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

組入上位業種 比率 

Nestle S.A. 1.5％ 金融 18.3％ 

ASML Holding NV 1.3％ 資本財・サービス 16.8％ 

Samsung Electronics Co. Ltd. Sponsored GDR 1.3％ 一般消費財・サービス 12.1％ 

Novo Nordisk A/S Class B 1.2％ ヘルスケア 10.8％ 

LVMH Moet Hennessy Louis Vuitton SE 1.1％ 情報技術 9.9％ 

Novartis AG 1.1％ 生活必需品 8.8％ 

AstraZeneca PLC 1.0％ 素材 8.2％ 

Shell Plc 1.0％ エネルギー 5.0％ 

Roche Holding Ltd Dividend Right Cert. 1.0％ コミュニケーション・サービス 4.2％ 

Toyota Motor Corp. 0.9％ 公益事業 3.2％ 

出所：State Street Global Advisorsの資料を基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

シュワブ U.S. ブロードマーケットETF 米国株式 
ダウジョーンズ U.S.ブロード・ 
ストック・マーケット・インデックス 

0.03％ Charles Schwab & Co., Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

組入上位業種 比率 

Apple Inc. 6.6％ 情報技術 26.8％ 

Microsoft Corporation 5.9％ ヘルスケア 13.3％ 

Amazon.Com, Inc. 2.7％ 金融 12.9％ 

Nvidia Corporation 2.4％ 一般消費財・サービス 10.9％ 

Alphabet Inc. Class A 1.6％ 資本財・サービス 9.9％ 

Tesla, Inc. 1.6％ コミュニケーション・サービス 7.8％ 

Meta Platforms Inc. Class A 1.5％ 生活必需品 6.1％ 

Alphabet Inc. Class C 1.4％ エネルギー 4.1％ 

Berkshire Hathaway Inc. Class B 1.4％ 不動産 3.0％ 

Unitedhealth Group Incorporated 1.0％ 素材 2.7％ 

出所：Charles Schwab & Co., Inc.の資料を基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点の比率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

SPDR ポートフォリオ・ 
エマージングマーケッツETF 

新興国株式 S&PエマージングBMI指数 0.11％ 
State Street  
Global Advisors 

 

組入上位 10 銘柄 比率 

 

組入上位10カ国・地域 比率 

Taiwan Semiconductor Manufacturing Co. Ltd. 4.8％ 中国 30.8％ 

Tencent Holdings Ltd. 3.5％ インド 19.6％ 

Alibaba Group Holding Limited 2.2％ 台湾 17.2％ 

Reliance Industries Limited Sponsored GDR 144A 1.5％ ブラジル 6.1％ 

Meituan Class B 1.0％ サウジアラビア 4.5％ 

Housing Development Finance Corporation Limited 0.9％ 南アフリカ 3.5％ 

HDFC Bank Limited 0.9％ メキシコ 2.8％ 

China Construction Bank Corporation Class H 0.9％ インドネシア 2.6％ 

ICICI Bank Limited Sponsored ADR 0.9％  タイ 2.2％ 

Infosys Limited Sponsored ADR 0.9％  マレーシア 1.9％ 

出所：State Street Global Advisors のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・トータル・インターナショ
ナル債券ETF（米ドルヘッジあり） 

先進国債券 
（除く米国） 

ブルームバーグ・グローバル総合（米ドル除く） 
浮動調整RIC基準インデックス（米ドルヘッジベース） 

0.07％ The Vanguard Group,Inc. 

 

組入債券種別 比率 

 

組入上位国・地域 比率 

米国外の債券 79.5％ 日本 14.5％ 

金融債 6.7％ フランス 11.9％ 

事業債 6.5％ ドイツ 10.6％ 

資産担保証券 5.3％ イタリア 7.6％ 

公共事業債 1.4％ カナダ 6.7％ 

その他 0.6％ 英国 6.7％ 

  スペイン 5.5％ 

  国際機関 4.3％ 

   オーストラリア 3.6％ 

   米国 3.1％ 

出所：The Vanguard Group,Inc.の資料を基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点の比率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

シュワブ U.S. 
アグリゲート・ボンド ETF 

米国債券 
ブルームバーグ 
米国総合債券インデックス 

0.03％ Charles Schwab & Co., Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

債券種別 比率 

UNITED STATES TREASURY, 3.50%, 2/15/2033 0.5％ 国債・政府機関債 41.2％ 

UNITED STATES TREASURY, 2.75%, 8/15/2032 0.5％ 政府機関モーゲージ債 26.4％ 

UNITED STATES TREASURY, 4.125%, 11/15/2032 0.4％ 社債 24.2％ 

UNITED STATES TREASURY, 1.875%, 2/15/2032 0.4％ 米国外債券 3.2％ 

UNITED STATES TREASURY, 1.375%, 11/15/2031 0.4％ その他投資会社 2.4％ 

UNIFORM MBS, 5.00%, 7/13/2023 0.4％ 商業不動産担保証券  2.0％ 

UNITED STATES TREASURY, 1.25%, 8/15/2031 0.4％ 地方債 0.6％ 

UNITED STATES TREASURY, 2.875%, 5/15/2032 0.4％ 資産担保証券 0.0％ 

UNIFORM MBS, 4.50%, 7/13/2023 0.4％ 短期投資 0.0％ 

UNITED STATES TREASURY, 1.625%, 5/15/2031 0.3％   

出所：Charles Schwab & Co., Inc.の資料を基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・米ドル建て 
新興国政府債券ETF 

新興国債券 
ブルームバーグ米ドル建て 
新興市場政府債RIC基準インデックス 

0.20％ The Vanguard Group,Inc. 

 

組入上位 10 カ国 比率 

 

組入上位10銘柄 比率 

サウジアラビア 10.6％ アルゼンチン共和国 0.6％ 

メキシコ 10.0％ カタール国債（国際） 0.6％ 

インドネシア 7.3％ 中国工商銀行 0.6％ 

トルコ 7.3％ カタール国債（国際） 0.6％ 

アラブ首長国連邦 6.2％ メキシコ石油公社（ペメックス） 0.6％ 

カタール 4.8％ Saudi Government Internation 0.6％ 

中国 4.1％ メキシコ石油公社（ペメックス） 0.5％ 

ブラジル 3.6％ アルゼンチン共和国 0.5％ 

フィリピン 3.4％  Saudi Government Internation 0.5％ 

コロンビア 3.3％  Saudi Government Internation 0.5％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.及びBloombergのデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点の比率です。 

 
 

上記投資対象ファンドは、第５期期末時点のものです。将来の市場構造等の変化によっては、投資対象とする

資産またはスタイルを見直す場合があります。 

 


